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研究要旨 
 高度の破局化を有する慢性疼痛患者群96 名に対する九州大学病院心療内科における通常外
来治療と6か月後の予後において、初診時の心理社会的因子の特徴について検討した。痛みの
破局化の“高値群”は痛み関連、情動関連、対人関連のいずれの変数においても、“低値群”に
比し望ましくない結果だった。また、“高値群”においても、通常治療により6か月後に破局化
の有意な改善を認めた。外来治療による痛みの破局化の“著明改善群”は“低改善群”に比べ、
初診時の「過去の医療への信頼感」が有意に低かった。その他の初診時の変数においては両群
において有意な差は認められなかった。過去の医療に対する不信という中枢性の因子を治療対
象にすることにより、痛みの予後が影響する可能性がある。

 
Ａ．研究目的 
慢性疼痛患者において痛みの破局化は、痛

みの強さ、痛みによる生活障害、抑うつなど
の重症度との関連が指摘されており、破局化
の軽減は、治療上重要な目標となっている。
しかし、破局化の軽減を予測する因子につい
ては十分に検討されていない。今回我々は、
高度の破局化を有する慢性疼痛患者群に対す
る心療内科における通常外来治療において、
破局化の大きな軽減が見られた患者群の初診
時の心理社会的因子の特徴について検討した。 
 

Ｂ．研究方法 
対象は九州大学病院心療内科の外来を受診

し、その後、外来治療を継続した慢性疼痛患
者96名のうち、初診時の痛みの破局化（Pain 
Catastrophizing Scale：PCS）が高値（平均
値以上）であった患者46名を“PCS高値群”
とし、これを解析の対象とした。初診時に文
書で研究参加の承諾を得た。6か月後にもPCS
を測定し、治療により著明にPCSが改善した
“著明改善群”（1SD以上の改善）とその他の
“低改善群”に分けた。“著明改善群”の治療
開始前の特徴を明らかにするために、両群に
おいて初診時の痛みの強さ、痛みによる生活
障害、痛みの受容、抑うつ・不安、失感情傾
向、愛着スタイル、医療への信頼感について 
比較した。 
 

 
（倫理面への配慮） 
対象者には研究の説明を文書で行い，文書

で同意を得た。  
 
Ｃ．研究結果 
痛みの破局化の“高値群”は痛み関連、情

動関連、対人関連のいずれの変数においても、
“低値群”に比し望ましくない結果だった。
また、“高値群”においても、通常治療により
破局化の有意な改善を認めた。外来治療によ
る痛みの破局化の“著明改善群”は“低改善
群”に比べ、初診時の「過去の医療への信頼
感」が有意に低かった。その他の初診時の変
数においては両群において有意な差は認めら
れなかった。 
 
Ｄ．考察 
 慢性の痛みの治療を受ける経過の中で、医
療に対する信頼が低下し、その結果，強い破
局化をきたしている患者群は、心療内科の治
療初期において、信頼感のある治療関係を構
築することで、痛みの破局化が著明に改善し
ていた可能性がある。 
 
Ｅ．結論 

痛みの破局化の強い慢性疼痛患者において、 

心療内科外来治療で著明に破局化が改善され

た群は、初診時に過去の「医療への信頼感」



が低い傾向にあった。過去の医療に対する不

信という中枢性の因子を治療対象にすること

により、痛みの予後が影響する可能性がある。 
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